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▲自動式短日圃場装置

▲中性子発生装置
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●遺伝研について

‘

●

田島弥太郎所長

　遺伝というと誰でもすぐ思い浮かべるのは生物のある特徴か親か

ら子，子から孫へと伝達されて行く現象だと思いますが，このほか

にこれに劣らず大切なもう一つの現象があります。それは生物の体

を構成している細胞が分裂する際に自己と全く同じ組成を持った細

胞を作って行く現象です。前者が世代と世代とをつなぐ，いわば縦

の関係であるのに対し・後者は同じ個体の中で，細胞と細胞との間

をつなぐ横の関係であります。両者ともに遺伝の情報が正確に複製

されて，それが細胞分裂にともなって別の細胞に伝えられて行くと

いう点で共通しております。

　遺1云学が近代科学として誕生したのは西暦1900年の事ですが，当

時は遺伝学の対象は親と子の間をつなぐ縦の関係だけと考えられて

いたようです。特定の形質の伝達や発現の様式，個体や品種の特徴，

その能力改善などと言ったことが研究の中心課題でした。

　その後学問の進歩とともに遺伝学の対象が，遺伝の本体である遺

伝子の追及に進み，今日ではそれがDNAという化学成分で構成さ

れた遺伝情報の連鎖に外ならないことがわかり，この遺伝情報の複

製，伝達，翻訳，調節などが遺伝学研究の中心課題となってまいり

ました。当然のことなからこれらの現象と深い関連を持つ細胞分化，

老化，免疫，かんなどの諸問題も遺伝学の研究対象の中に入ってき

たわけで，今や遺伝学の研究対象は生命現象全般にわたると言って

も過言でない程広汎にわたるようになりました。

　ところで当所は，戦後の混乱の中から窮極的には人間の優生をも

含めて生物の形質改良を実現することによって衣食住を豊かにする

ことを期待しながら，遺伝現象の中に秘められた基本原理の解明お

よびその応用を通じて世界の文化に貢献しようという構想で設、二tlさ

（
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れたものであります。それ以来当所ではこの設立の趣旨にのっとり

鋭意研究に努力してまいり，今日では国際的にも広くその活動を認

識されるに至っております。

　設立当時構想した10研究部門は，30年を経た今日では既に実現さ

れ，このほかに遺伝実験生物保存研究施設を加えております。しか

し遺伝学発展の現状は到底これだけで対応しきれるものでなく，特

別研究その他で応急的に対処しておりますが，今や抜本的な拡充強

化を必要としております現状を申し上げて，関係各位の御理解と御

支援をお願いする次第です。

●沿 革
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昭和24年6月

　　　　8月

昭和27年1月

昭和28年1月

　　　　8月

昭和29年7月

昭和30年9月

　　　　10月

昭和35年4月

昭和36年9月

昭和37年4月

昭和38年1月

昭和39年3月

　　　　4月

昭和43年3月

昭和44年4月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和49年4月

昭和50年3月

　　　　10月

昭和51年10月

昭和53年9月

昭和55年3月

日召不n56fr　3　月

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置

庶務部，研究第1部，研究第2部及び研究第3部の

4部門で発足

小熊桿初代所長就任

別館新築

研究第1部を形質遺伝部，研究第2部を細胞遺伝部，

研究第3部を生理遺伝部に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原　均　第2代所長就任

人類遺伝部新設

研究本館第1期第1次工事竣r

微生物遺伝部新設

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次工事竣工

集団遺伝部新設

研究本館第2期工事竣工，研究本館計画完成

森脇大五郎第3代所長就任，分子遺伝部新設

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

植物保存研究室新設

田島弥太郎第4代所長就任，内部照射棟及び附属棟

新築

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設に微生物保存研究室新設

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟・カイコ附

属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設微生物附属棟新築



●目的と使命

文部省設置法第23条

　国立遺伝学研究所は，遺伝に関する学理の総合研究及びその応用

の基礎的研究をつかさどり，あわせて遺伝学研究の指導，連絡及び

促進をはかる機関とする。
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男

萬右衛門

　二　郎

　圭　輔

大　iil郎

静次郎

雄　　一

東京大学名誉教授
愛知県心身障害者コロニー

発達障害研究所長

東京大学教授
東京大学名誉教授

大　阪　大　学　教　授

東京農業大学教授

東京大学名誉教授

人口問題研究所長

北海道武蔵女子短期大学長

岡崎国立共同研究機構
分r・科学研究所長
原r・力安全委員会委員

東京都、71大学名誉教授

東東農工大学長

大阪大学長
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●組 織

庶　務　　部

部長　北原邦夫

（昭56．4．1現在）

会計課一一［醸‡
　課長　大出幸夫

形質遺伝部
部長　黒田行昭

第一研究室

　室長　村上昭雄

細胞遺伝部
部長　吉田俊秀

生理遺伝部
部長　丸山毅夫

第二研究室
　室長（併）黒田行昭

第一研究室
　室長（併）吉田俊秀

第二研究室

　室長　森脇和郎

第一研究室

　室長　渡辺隆夫

所長
田島弥太郎 生化学遺伝部

評議員会

部長　杉山　勉

第二研究室
　室長（併）丸山毅夫

第一研究室

　室長　名和三郎

第二研究室

　室長　小川恕人

応用遺伝部

第三研究室
　室長（併）杉山　勉

部長（併）田島弥太郎

第一研究室
　室長（併）田島弥太郎

第二研究室

　室長　井山審也

変異遺伝部

第三研究室

　室長　沖野啓子

部長　賀田恒夫

第一研究室
　室長（心）土川　清

第二研究室
　室長（併）賀田恒夫

第三研究室
　室長（併）賀田恒夫
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人類遺伝部

　　第一研究室
「　　　室長（併）松永　英

部長　松永　英 第二研究室

　室長　中込弥男

微生物遺伝部

部長　広田幸敬

第一研究室
　室長（併）広田幸敬

第二研究室

　室長　安田成一一
1

‘
集団遺伝部

分子遺伝部
部長

第一研究室

　室長　原田朋子

第二研究室

　室長（併）木村資生

第一研究室
　室長（併）三浦謹一郎

第二研究室

　室長　杉浦昌弘

遺伝実験生物
保存研究施設

施設長（取）

　　　吉田俊秀

動物保存研究室
　室長（併）森脇和郎

植物保存研究室

　室長　藤井太朗

微生物保存研究室
　室長（併）杉浦昌弘

●定 口
貝

（日召不056年J変）

指定職 研　究職 行政職 計一一一

1　人 74　人　i　21　　人 96　人
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●各種委員会

所長の諮問に応じて審議検討し，助言するため次の各種委員会を

置く。

図　　書　　委　　員　　会

予　　算　　委　　員　　会

建　　築　　委　　員　　会

農場・温室運営委員会
宿　　舎　　委　　員　　会

電子計算機委員会
共　通　機　器　委　員　会

将来計画委員会
特会法移行検討委員会

RI放射線利用委員会

排水等処理委員会
厚　生　安　全委　員　会

R　I　管理委　員　会

系統保存委員会
組換えDNA実験安全委員会

防火管理委貝会

　（委員長）

黒　田　行　昭

吉　田　俊　秀

広　田　幸　敬

藤　井　太　朗

木　村　資　生

丸　山　毅夫

三　浦　謹一郎

松　永　　　英

木　村　資　生

賀　田　恒　夫

杉　山　　　勉

北　原　邦　夫

三　　浦　　謹一郎

吉　田　俊　秀

松　永　　　英

北　原　邦　夫

●予 算

昭和56年度予算額
文部本省所轄研究所
文部本省所轄研究所施設費
国N‘t：機関原子力言∫〔験研究費

国、ン機関公害防1ヒ等試験研究費

　　　合　　　　計

　　8Wt：イlj十プヒイ？補l　u力金

環境科学特別研究

核融合特別研究
特　　定

総　　合

　　般
奨　　励

試　　験

研

側

研

側㊨

川

究

究

究

究

究

687，322千円

45，214千円

38，462千円

13，458千円

784，456千円

72，360千円

11，600科ll

7，700千円

14，300TL｝lJ

l4，009下一「1」

20，340T二［【」

　800「「ドj

3，620］二IIJ
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　形質遺伝部は，二つの研究室からなり，生物の各種遺伝的形質の分

析や発現機構，突然変異の生成機構などについて研究を行っている。

　第1研究室では，わが国独特の伝統ある材料であるカイコの各種の

特徴を生かして，遺伝学的ならびに細胞学的研究を進めている。特に

カイコでは，生殖細胞に対する突然変異性の検出が比較的容易なので，

電離放射線や化学変異原物質による突然変異発生効果についての基礎

的研究も進められている。

　第2研究室では，各種条件を厳密に規定できる昆虫および哺乳類，

鳥類などの培養細胞を用いて，発生における遺伝子発現，形質分化，

突然変異の生成機構などについて研究を行っている。

　これまでの研究成果としてとくに注目されるのは，カイコに関する

研究では，田島前部長（現所長）によって開発された卵色遺伝子を標

識とする特定座位法を用いた放射線誘発突然変異の研究で，これを用

いた放射線に関する研究は，国際的にも高く，i：1’V一価されている。

　また，培養細胞に関する研究では，黒田部長がショウジョウバエの

体外培養技法を開発して，遺伝f発現に独特の新分野を開拓した。さ

　　　　　　らに，ヒト胎児の培養細胞をlljいての化学物質による突

▲γ線緩照射装置によるカイコの実験

然変異の鋭敏な検出系の碓、ltlと遺伝的モニタリングへの

適用などがあげられる。

・環境変異原の突然変異性について，本研究部でのカイ

コおよびヒト培養細胞を用いたAF2や，食品色素など

の突然変異性の発見は，内外ともに百大な関心を呼んだ

ことも牛S筆されよう，、

▲倒立位櫓差顕微鏡による培養細胞の観察

7
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　細胞遺伝部には2つの研究室があり，第1研究室は染色体の形態や

構造を，第2研究室は構造と機能を研究の主体としている。

　この部では従来より、マウス，ラットその他野生ネズミの細胞遺伝

学的並びに遺伝生化学的研究を進め，特にクマネズミの染色体や血清

蛋白の多型および地理的変異の研究をおこなった。この研究のため、

昭和43年度，47年度および53年度に海外学術調査をおこない，クマ不

ズミにおける染色体の逆位，結合および切断等による核型分化と生物

進化の関係を明らかにした。最近ドブネズミについても染色体異常や

無E性などを発見し，新しい染色体および遺伝Iiの突然変異系統を分

離育成した、，

　　ソ∫，広く世界各地から採集した野生マウスの遺伝学的諸特性，特

に染色体C一バンド，生化学的遺伝∫・の頻度，ミトコンドリアDNA

等の分析から各亜種の分化の道筋を推定すると共に，日本産亜種の特

異性を明らかにした．、またこのマウス特有のH－2抗原遺伝fコを従来

の実験用マウスに導人して免疫遺伝学研究川の系統を育成した。これ

らの新しい実験素材を用いてハツカネズミ種における1三要組織適合抗

原の呂・しい遺伝的多型に関し免疫遺伝学的研究を進めている。

　　　　　その他がんの細胞遺伝学，アリの細胞遺伝学，ショウジョ

　　　　ウバエの細胞遺伝学的イiH二究および染色体進化機構の考察など

　　　　も進められているr、

　　　　　またマウス，ラット系統の維持育成や野生ネズミからの新

禽冒

・IO

●　w

“　は　・・
16　　　　　17　　　　18

離
X　X

▲モーリシャスクマネズミの特異な染色体構成

　Gバンド染色　大きなメタセントリック染

　色体（MlとM2）を含んでいるのでオセアニ

　ア型（2n＝38）であるが，小さなアクロセ

　ントリック（丸で囲む）がIO個に増加し，

　染色体数は42本であるc、第14と第18は元来

　小型のメタセントリックであるが，それら

　が動原体部で切断を起し，アクロセントリ

　ックとなっている，，

しい実験動物育成も石IF究活動の環としておこなわれており，

その成果は医学生物学の研究分野で広く利月jされつつある。

▼ネズミ飼育室

8
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　生理遺伝部では，生物における遺伝形質の表現と変異の形成に関す

る生理学的研究を行っている。従来は実験的研究に力を注いできだが，

今後は理論的な面を強化することとした。

　第一研究室　ショウジョウバエとそれをとりまく自然環境との相互

関係を主な課題として研究を進めている。具体的には，致死遺伝r－，

不妊遺伝了，可視有害遺伝子，染色体異常の変動や種分化を支配する

生理的要因，特に突然変異と自然淘汰およびその相互作用の研究等が

この研究室の重要な課題である。

　第二研究室　動植物はもとより，微生物をも含むそれぞれの生物種

を特徴づけている遺伝構造を解析する基礎理論の研究を主な課題とし

ている。実験研究で明らかにされているf固々の生物学的事象にもとつ

いて一般的な数学モデルを構築し，その解析から得られる結論を，そ

れぞれの生物現像について演繹する手法がとられている。

t

⑱

＜1ショウジョウバエ飼育室（25℃）内部

▼ショウジョウバエの活動を記録する装

　置（左）と、温度、照度、制御恒温器
　（中）およびそのプログラム装置（右）

騰1

⇒

　

」

▲
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　生化学遺伝部では多細胞生物における遺伝子発現に関する研究を多

岐の材料を使用して行っている。なかでも昆虫，植物等の形質転換や

タンパク質，アイソザイムの電気泳動分析は長年にわたって行われて

きた。

　最近は新テーマとして淡水ヒドラを材料とした研究も行っている。

ヒドラの体は6種類の細胞が総数約100，000個集まって出来上ってい

るか，これは複雑な高等動物にくらべると極めて単純な細胞構成であ

る。従ってその6種の細胞がどの様な機能を持ち，またどんな相互関

係にあるかを調べるのに極めて都合の良い材料である。例えばヒドラ

の突然変異系統には神経細胞が全部なくなってしまった系統がある。

この様な系統は自分でエサをとることは出来ないが，人工的に強制給

餌すると成長，増殖することが可能である。それでこの系統の示す性

質を」1・1’常系統と比較することにより神経細胞の持つ働きをくわしく調

べることが出来る。今迄神経細胞は動物の発生や再生に不可欠とイ、｝じ

られてきたが，無神経ヒドラの研究によりこの考えの誤りが明らかに

なった（少なくもヒドラにおいて）vこの様に構成細胞それぞれの性質

がよく理解されると，その集合体である／固体の性質も更に良く理解出

来るようになるものと思われるt／

s

＜昆虫の形質転換

　カイコの幼虫にDNA
　を注入した結果，形質

転換で黒色卵が生れた

例

正常ヒドラ（左）とゆ

無神経ヒドラ（右）

｛
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応

、主

退

用

伝 部

　応用遺伝部が設置された当時のこの部の目標は動植物の育種に関す

る基礎研究である。3研究室があり，第1研究室はネズミの行動と知

能，第2研究室は主として育種の統計遺伝学的理論，第3研究室は野

生稲，栽培稲および水田雑草の生態遺伝学的研究をとりヒげている。

　今日までの主要な研究は次のとおりである。

　1）植物個体問の競争の様式，　2）植物における発育不安定性，　3）

イネ種問および種内変異の数量分類学的分析，　4）イネ種問および種

内の生殖的隔離機構とその遺伝r分析，　5）成長様式の遺伝と収量安

定性，　6）イネ系統の適応戦略に関する変異，　7）育種法の理論的研

究，　8）天然林の集団遺伝学的調査，　9）土壌汚染が植物に及ぼす遺

伝的影響，10）ネズミにおける学習および記憶力の遺伝的研究などで

ある。

　上記研究の6）以降の課題は現在進行中である。

▲野生イネの開花

▼マウスの行動能力を測定する

　Y型迷路自動測定装置
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